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功績の概要 
船舶に係る国際基準及び国際規格の策定

に寄与 

功  績  事  項 

これまで 50 年間の長きにわたって海事関連業務に携わり、40 年以上にわたって国際海

事機関（IMO）の海上安全委員会（MSC）、海洋環境保護委員会（MEPC）及び各委員会等に

日本代表顧問として参加し、小委員会の議長を努めるなど、船舶に係る国際基準の策定に

大きく貢献するとともに、製品やサービスの国際標準である「ISO 規格」の船舶関連分野

においても、長期にわたって国際標準化機構（ISO）の各種委員会に参加し、議長を務め

るなど、船舶の安全や海洋環境の保護に大きく貢献した。 

 

１．平成６年には、IMO の常設小委員会の議長に我が国から初めて選出され、防火小委員

会の議長を 10 年間務め、現在の国際船舶防火消防安全規則の礎を築いたと言っても過

言ではなく、船舶火災安全分野の第一人者といえる。 

平成 11 年からは、IMO の作業部会の議長等として、総 

合安全評価方法（FSA）を主導的に策定し、平成 13 年 

からは、FSA の手法を活用し、貨物船の新たな規則体 

系となる目標指向型基準（GBS）の創出を主導するとと 

もに、GBS を海上人命安全（SOLAS）条約に導入するこ 

とに貢献した。 
 

２．海洋環境保護に関しては、平成 15 年の IMO 第 23 回総会における技術委員会の議長に

就任し、IMO で最初の温室効果ガスに対する施策と実施に関する総会決議をとりまとめ

た。 

平成 19 年からの IMO・GHG スタディでは、国際船舶からの GHG 排出算定方法を提供し、

第２次 GHG スタディ報告書のとりまとめに貢献した。平成 20 年からは、MEPC の「大気

汚染防止・エネルギー効率作業部会」の議長を 13 年間務め、新造船の燃費基準である

エネルギー効率設計指標に係る海洋汚染防止（MARPOL）条約の改正案や船舶からの酸化

窒素ガス及び酸化硫黄ガス排出制限の MARPOL 条約の改正に係る諸基準などをとりまと

めた。これにより、地球温暖化防止に係る京都議定書のホスト国としての我が国の責務

の履行とプレゼンスの向上に大きく貢献した。 
 
３．国際標準分野においても、日本を代表する技術者として ISO の複数の技術委員会（TC）

に昭和 55 年以来参加するとともに、火災の安全と発達委員会（SC1）の議長を 10 年間

務め、船舶の火災拡大メカニズムや材料の評価方法に関する国際規格策定を主導すると

ともに、海洋環境保護技術委員会（SC2）では、12 年間議長を務め、船舶に搭載する環

境汚染防止装置や排水処理装置などの国際規格の策定も主導した。さらに、IEC におけ

る火災安全委員会の作業部会に平成７年以来参加し、平成 31 年以来作業部会の議長を

務め、電気電子製品の火災安全に貢献してきている。 


